
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

帯活動：

 歌

 スリーヒントクイズ
 
 通訳読み

 動詞（ ）

チャンツ

基本動詞（一日のルーティン）

弾丸インプット

一般動詞の説明

自己紹介を交えて（語順）

一日のルーティン書く

一日のルーティン発表

：動物になりきりスリーヒントク

イズを作る。

帯活動：（省略）＋自己紹介

 オーラルイントロダクション

 単語練習

 本文の導入，理解

帯活動：（省略）

 スリーヒントクイズの応用

 メカニカルドリル 

 自己紹介 作成 
 

帯活動：（省略）＋メカニカルドリル

 オーラルイントロダクション

 単語練習

 本文の導入，理解

帯活動：（省略）＋メカニカルドリル

ドラえもんとのび太の会話

発表 

帯活動：（省略）＋メカニカルドリル

 オーラルイントロダクション

 単語練習

 本文の導入，理解
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実践例

 はじめに

の によっ

て提唱された の双方とも第二言

語習得に重要な主張と考えている。できるだけ多く

のアウトプットを授業内で目指し，アウトプットオ

リエンテッドな授業展開を行うため，ペアワーク，

グループワークを多く取り入れている。

このレッスンでは，一般動詞の導入で，生徒たち

は，既に 動詞以外の動詞を少し知っていること

もあり， 動詞との文型の違いと活用に力を入れ

た。活用においては，場面を設定し，レッスンプラ

ンを作成した。このレッスンでの目標は次の通りで

ある。

①一般動詞を用いて自己紹介できる。

②一般動詞を用いて 日の生活を書き話すこと

ができる。

③動物を一般動詞で紹介することができる。

その動物について質問し答えることができる。

④ と一般動詞を用いて尋ねることができる。

  帯活動について

毎授業始めの 分弱を帯活動の時間に当ててい

る。生徒たちは，毎日同じ活動を行うので次に何を

するのか十分な理解もあり，意欲的に取り組んでい

る。活動内容としては，以下の つがある。

① ：授業では，ペアワークの度にじゃ

んけんをする。じゃんけんをすることで，授業

にテンポが生まれ活気にあふれる。

の内容は，ペアでのあいさつから始まり， つ

の質問をする。

ペアに

余裕があれば＋ としてオリジナルの質問をペ

アでする。

②自己紹介：既習の 動詞を使って自己紹介を

する。例） ～

③歌：毎月 曲，「今月の歌」のような形で紹介

する。この英語入門期では英語のリズムを身に

着けて欲しいので を全員で

歌う。

④ ： 月の授業開きから取り組んでいる

英語の音と文字の一致する活動。単語のイニシ

ャルの音だけでなく音と音の足し算に焦点を

当てている。

⑤通訳読み：一つ前のレッスンを復習，そして，

暗記する活動。ペアになって日本語→英語，と

繰り返し時間内にペアの相手から言われた日

本語を英語に変換し発信する活動。

に対しては，一文が長い場合スラッシ

ュリーディングで暗唱を進める。

⑥ ：教師が 文で何を説明してい

るかわかるように一文ずつ読み上げ，分かった

生徒から座っていく活動。一般動詞を導入する

前に一般動詞を使用し，その単語の意味を推測

させるために行っている。現在の計画で秋頃に

は，一般動詞がある程度の量を既習できている

ので，生徒たちだけでペアでスリーヒントクイ

ズを作成し問題を出し合うようにしたい。そし

て， 年生で約 分の英語で与えられたトピッ

クで チャットができるよう指導をしたい

と考えている。

⑦一般動詞： 月から一般動詞を選定し，動詞の

読み，意味を確認した後，教師によって読み上

げられた一般動詞を含むフレーズをジェスチ

ャーし，リピーティングをしながら体で表現す

る。選定した一般動詞は， 種類である。 つ

目は，教科書 にあるいろいろな単語の

日の行動の単語である。
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つ目は，学年の教師と相談し選定した動詞

である。

一般動詞の定着の為， を用いて指導してい

るが英語と体の動きが一致する長所がありなが

ら，ただ，アクションにしにくい動詞もある。

⑧チャンツ：新出文法毎に新しいチャンツに取り組

んでいる。教師が作成するオリジナルチャンツも

使用するが，このレッスンでは，肯定文，疑問文，

否定文， を使った疑問文が全て入っている，

高橋一幸著『チャンツでノリノリ英語学習！』を

使用した。

チャンツを用いて強く，ゆっくり発音される語も

あれば，弱く，早く発音する語もある。また，２つ

の音がつながったり，音が消えたりする英語独特の

リズム，アクセント，イントネーションを身に着け

て欲しい。手法としては，全体のコーラスリーディ

ング，ペア，リレーチャンツと様々な手法を用いる。

そして，このレッスン中だけ加える帯活動として⑨

弾丸インプットと呼ばれるメカニカルドリルを行

った。ここでのメカニカルドリルは，教師が一般動

詞を使った の文を用意する。（例）

：あなたは，野球をします。

：

：疑問文

：

：否定文

：

： の疑問文

：

：

このように，ペアで機械的に文を作成するドリル

も帯活動に加えている。

  新出文法を使った活動

一般動詞の導入

①一日のルーティン

を用いて一日の行動のフレーズを学習した

後， ②の復習を兼ね，

と，文にしていく。さらに，下のシ

ートを使い 一般動詞疑問文の導入時に

などのペアでの質疑にする。

 

②自己紹介

帯活動の 動詞を使った自己紹介を発展的に

＝○の 動詞とだれ・何が どうする だれ・何

を の文型の違いに留意しながら説明しペアで練習

する。この自己紹介の練習を次の否定文を含めた

へ繋げる。

③スリーヒントクイズの作成
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一般動詞疑問文の導入

①スリーヒントクイズ ：上で例を出した

スリーヒントクイズを で会話にする活

動。（家庭学習でスリーヒントクイズ作成済，

と のチェック後の活動）

質問に対し だけで終わることなく＋ センテ

ンスになるよう指導する。

一般動詞否定文の導入

①自己紹介を

生徒に つ切の画用紙を配り，真ん中の○には自

分の名前を書き，各動詞の枠に肯定文と否定文，そ

してそれらを絵で表現して描いていく。

の方法で発表していく。後に生徒が

描いた作品を学校での文化祭の英語科での展示発

表としている。

一般動詞の を用いた疑問文

 教科書の本

文“ ” をアレンジ

したスキットを使いデモンストレーションしてい

く。ペアでスキットを練習し，アイデアのある生徒

たちは，自分たちのオリジナルのスキットを作成す

る。

  教科書を使っての学習

基本的には，どのレッスンの もページの流

れは同じにしている。聞いてみよう→新出単語練習

→ で進めるオーラルイントロダクション→音

読→本文についての問題→暗唱，という流れである。

①聞いてみよう： を流し，問いに答える

②新出単語： でフラッシュカードを に映し

出し，リズムミュージックと共にテンポよく進め

る。最初は教師のリピート，次に英語を見て英語

の発音，最後に日本語を見て発音する。

③ピクチャーカードを使用し，オーラルイントロダ

クションを行う。生徒たちとたくさんの英語での

インタラクションをしながら内容を理解できる

ように進める。

④音読：教科書を最低 回は読めるよう様々なバ

リエーションを使って音読練習をする。特にアク

セント，イントネーション，リンキングを徹底的

に練習。音読の最後に，モノログの文章では，一

人で落語家のように身振り，手振りをつけた読み

を行う。ダイアログでは，ペアでジェスチャーを

用いた読みを教科書も見ずに演じることを目指

し練習する。音読練習用のプリントを準備し

のように部分的に本文を削除し 規則的

に（ 前置詞，動詞，機能語と内容語）を削除

したプリントを用意し音読練習をする。特に，機

能語と内容語による本文のアクセントにこだわ

っている。チャンクリーディングの手法をとって

いるため，スローラーナーも練習し易くなってい

る。そして，音読カードを子供たちに配布してい

play 

watch                                                         

like 

study   

 

 want                 

 TT        eat 

 

cook  
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るので，家庭で音読カードに沿って音読練習がで

きるよう また，クラスの友達と練習するようにし

ている。そして暗唱につなげている。

⑤本文についての問題を解く：この活動も別紙プリ

ントを配布する。

①

② ③

④ ⑤

⑥

⑦

①下線部を肯定文と否定文に。

②下線部を省略されていない形で

③下線部を日本語に。

④ は何を指しているか。

⑤下線部の意味。

⑥下線部の意味。

⑦ で答え，毎週月曜日に練習していると付

け足す。

５  おわりに

教科書が聞く，読む活動から話す，書く活動につ

ながるよう自己表現，自己発信の時間を充実させる

作りになっている。私の場合，ペアワークの充実を

目指し，生徒のアウトプットの時間を多くしている。

アウトプットをより有意義なものにするため目標

を明確にすることと，場面設定を明確にした言語活

動に励めるよう教材作成に力を入れている。


